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 Ⅱ 区がめざす将来像をお示しします 

 
～ 基本構想・おおた未来プラン 10 年 ～ 

21 世紀は、ＩＴ技術や移動交通手段のさらなる進展により、まさにグローバルな時代となってい

ます。人々はいつでも欲しい情報を即時に手に入れることができ、ビジネスや観光のため都市から都

市への移動がますます便利になっていくことが予想されます。一方、経済状況は本格的な景気回復の

兆しがいまだ見えず、長引く景気停滞は国民生活に不安を与えています。 

区は、このような時代の中、区民の皆さまが安心して生活をするためには、行政サービスのほかに

区民相互の連携がますます重要になっていると考え、平成 20 年 10 月に制定した基本構想で、20

年後の大田区の将来像を「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おおた」としま

した。この将来像を実現するため、区が行う様々な施策を体系的に整理した 10 か年の基本計画であ

る未来プランを、パブリックコメントや意見交換会等を実施し、区民の皆さまのご意見を踏まえて、

平成 21 年 3 月に策定しました。 

 

基本構想及び未来プランは、「地域力」と「国際都市」をキーワードにしています。区の基本目標

である「生涯を健やかに安心していきいきと暮らせるまち」、「まちの魅力と産業が世界に向けて輝く

都市
ま ち

」、「地域力と行政の連携がつくる人と地球に優しいまち」を創造するための中心となる視点に、

「地域力」と「国際都市」を据え、未来プランに掲げる事業を着実にかつ力強く推進します。 

 

「地域力」の源は区民の皆さま一人ひとりの力であり、区はそれらを結びつけ、応援し、大きくな

った「地域力」を区政に活かすことで、多様化する地域課題の解決を図ります。区民の皆さまは、区

が行う行政サービスの対象であると同時に、まちづくりの主役であり、より多くの主役の方々がまち

づくりに参画していただける仕組みをつくっていきます。 

 

平成 22 年 10 月に羽田空港が再拡張・国際化を実現し、大田区は国内外ともに日本の玄関口にな

ると同時に、人・もの・情報が交流する拠点になります。区はこの大きな変化をチャンスとして捉え、

「国際都市」をめざしたまちづくりを一層進めます。国内外から人・もの・情報が交流する拠点とし

て区内産業の活性化を図ります。2030 年（平成 42 年）を展望して空港臨海部の整備を進め、世

界を魅了する新しい臨海都市をめざす「空港臨海部グランドビジョン 2030」（平成 22 年 3 月策定）

や地域の魅力をアピールし、海外からの来訪者をも惹きつけるための「大田区観光振興プラン」（平

成 21 年 3 月策定）を推進します。さらに、母国へ大田区の魅力をアピールする「来～る大田区大

使」にもご協力いただき、常に進化を遂げる区の魅力を海外へ積極的に発信します。 

 

また、国籍や民族が異なる人々が、互いの文化の違いを認め合い、地域の中で共に生きることをめ

ざす多文化共生の視点を重視していきます。区は「大田区多文化共生推進プラン」（平成 22 年 3 月

策定）に基づき、外国人の総合相談窓口である多文化共生推進センターを平成 22 年 9 月に新規オ

ープンしました。外国人の相談や日本語の習得支援など外国人が暮らしやすいまちづくりに取組んで

います。 
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　　健全な財政を維持しながら、未来プランを円滑に推進するため、平成21年度に策定した
　　「大田行政経営プラン」に基づいた行政経営改革を推進します。

将来像

地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市　おおた

　大田区は、20年後の区のめざすべき将来像を
提示するとともに、区政運営の基本となる考え
方をまとめた基本構想を、平成20年10月14日
の区議会において議決をいただきました。基本
構想では、将来像を実現するための方向性とし
て、３つの基本目標を設定しました。

　これを踏まえ、基本構想の実現のための具体
的施策を体系的にまとめた大田区10か年基本計
画「おおた未来プラン10年」を策定しました。

　区は、未来プランの推進を図るとともに、各
部局で策定・実施している個別計画との整合・
連携を図りながら「地域力・国際都市　おお
た」をさらに推進します。

基本目標

③地域力と行政の
連携がつくる人と
地球に優しいまち

①生涯を健やかに
安心していきいきと
暮らせるまち

②まちの魅力と産業が
世界に向けて輝く
都市（まち）

行政経営に向けた取り組み

Ⅰ　行政資源の有効
　活用による的確な区民
　サービスの提供

①事務事業見直し
②民間等のノウハウの
　活用
③新たな業務手法の
　取り組み

Ⅱ　区民との連携による
　地域力の向上

①区民参画の拡大と
　地域連携
②区政の透明性の向上

Ⅲ　職員力の発揮による
　組織の活性化

①人材育成の推進
②能力開発・能力活用型
　職員配置の推進
③多様な任用形態の活用

基本構想
期間：平成20～40年

（２０か年）

おおた未来プラン１０年
期間：平成21～30年度

（1０か年）

連携・整合

個別計画（部局ごとに策定）

　■位置づけ
　　地方自治法に基づき議会の議決を
　　必要とする区の最上位計画
　■目的
　　20年後の大田区の将来像、区政運営の
　　方向性を明示
　■構成
　　「基本構想策定の背景と役割」「基本理念」
　　「将来像」「基本目標」「個別目標」「基本
　　構想を実現するための方策」「大田区に
　　おける地域力の基的考え方」から構成

　■位置づけ
　　基本構想の実現に向け、個別目標
　　ごとに施策を体系化した計画
　■目的
　　今後10年間に取組むべき主要な
　　事業を説明
　■構成
　　「策定の背景」「将来人口」「財政計画」
　　「10年後のめざす姿」「現状と課題」
　　「策の方向性と主な事業」などから
　　構成
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　　　　　　　　　　　　　　安全・安心

■ 子ども、高齢者、障がい者、外国人など、災害時要
　援護者支援の推進
■ 防災情報基盤の整備（区民安全・安心メールの
　運用、緊急地震速報機器の導入など）
■ 災害時相互支援体制の整備 （災害時相互支援
　プランの策定支援、防災コーディネーター の派遣など）
■ 地域力を活かした防犯活動の支援
■ 子どもや高齢者などの地域の見守り体制の充実など

　　　　　　　　　　　　子育て・教育

■ 地域で「子育て・子育ち・親育て」の支援
■ インターネットを活用した子育て応援サイトの充実
■ 地域力を活かした学校づくり
■ 放課後の安全な居場所づくり
■ 学びの成果を活かした支えあいの地域づくり
■ 地域で活躍する人材づくり　など

　　　　　　　　　　　　魅力ある地域づくり

■ 地域力応援基金助成事業の実施
■ （仮称）18 色の地域力応援プログラムの
　策定・実施
■ NPO・区民活動フォーラムの開催
■～ご近所デビュー～おおた地域力発見倶楽部の開校
■ 特別出張所機能の活性化　など

　　　　　　　　　健康・福祉・医療

■ 高齢者の就労・起業支援の実施
■ 元気高齢者の交流の場づくり
■ 健康づくりの推進
■ 障がい者の就労支援、ふれあい広場の実施
■ （仮称）障害者総合サポートセンターの設置
■ 地域医療連携の推進　など

　　　　　　　　　　　　文化・観光

■ （仮称）地域文化振興プランの策定・実施
■ ものづくりのまち体験ツアーの実施
■ にぎわいを生み出すスポットづくり
■ 誰にもわかりやすいサイン整備
■ シティセールスの実施
■ おおた商い観光展の開催

　　　　　　　　　　　　産業・環境

■ 次世代ものづくり人材育成、教育機関との連携
　促進
■ ふれあい商店街事業
■ 環境にやさしいエコライフの普及
■ ごみ減量・区民69 万人周知作戦の実施
■ 産・学・官の協働による水質浄化対策の推進　など

区民一人
ひとり

事業者

団体・
ＮＰＯ

区

自治会・
町会

自然

文化歴史

まちなみ

国際交流拠点都市 多文化共生

　　　　　　　　　　　世界とつながるまち

産業の国際競争力を支え、
世界につながり、飛躍するまちをつくります

■ 中小企業の海外展開支援
■ 環境技術の開発支援
■ おおたブランドの世界への発信
■ 姉妹都市・友好都市交流

　　　　　　　　外国人が暮らしやすいまち

外国人にとって住みやすく、働きやすいまちをつくります

■ 区内在住外国人への相談体制の強化
■ 生活・文化交流の促進
■ 誰にもわかりやすいサイン整備
■ 多文化共生推進プランの策定・実施
■ 多文化共生推進センターの整備
■ 外国人のための日本語教室の充実
■ 国際理解教育の推進

　　　　　　　　　羽田空港の国際化活用

羽田空港の国際化を機に、
さらに高度で利便性の高い交流機能を担う拠点を
つくります

■ 新空港線「蒲蒲線」などによる交通アクセスの改善
■ 臨海部の道路整備による交通渋滞解消
■ 空港跡地におけるにぎわいのある交流拠点づくり

　　　　　外国人観光客が立寄りたいまち

海外からの玄関口として、外国人が訪れたくなる
魅力あるまちをつくります

■ 日本の玄関口にふさわしい景観形成
■ 新たな観光スポットの発掘
■ 多言語による大田区の魅力の紹介

迎える、
飛び立つ

訪れる

つながる

暮らす


